２０１７年１１月２５日

ＩＴＵトライアスロンワールドカップ（宮崎／2017）大会審判派遣報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審判　川添　豊（佐賀/１種）

　　　　　　　　　　　　　
　□「主要データー」

大会指定　：【主　催】　ITUトライアスロンワールドカップ宮崎実行委員会
【構成団体】宮崎県、宮崎市、公益財団法人みやざき観光コンベンション協会、
公益社団法人宮崎市観光協会、フェニックスリゾート株式会社、株式会社宮崎放送、
公益社団法人日本トライアスロン連合（JTU）、宮崎県トライアスロン連合（MTU）
開 催 日　：　２０１７年１１月３日（金）～５日（日）　

開催場所　：　宮崎市
みやざき臨海公園、一ッ葉有料道路、フェニックス・シーガイア・リゾート周辺

及び施設周辺　特設コース

競技距離　：　○エリート部門

　スイム７５０ｍ＊２周/１５００m、　バイク４０km/８周回、　ラン１０km/４周

· エイジ部門

スイム７５０m/２周、バイク４０ｋｍ/２周回、ラン１０km/１周

ｽﾀｰﾄ時間 ： １１月４日　エリート女子９:３０　同男子１３:００　、
１１月５日　エイジ９:００～（３分毎/４ウエーブ）

ﾚｰｽｵﾌｨｼｬﾙ：　エリート：　ＴＤ　Ｒｅｂｅｃｃａ　Ｍｏｋ　　ＲＲ　渡邊英夫
エイジ：　ＴＤ　鹿嶋　晋（宮崎）、　ＲＲ　村上幸生（大分）　

　　　　　　　　　ＴＯ　ＪＴＵ派遣及び九州ブロックより６７名（含むエイジ部門）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀県（川添豊、大坪知恵子、古藤英樹、田中香代）
選手ﾃﾞｰﾀｰ：　エリート男子(ドラフティングレース)　完走42名（優勝1：42：36）
DNF3名　LAP10名
晴れ　水温22.1℃　　気温21.3℃　風速4.5m/s（13時）

エリート女子(ドラフティングレース)　完走27名（優勝1：54：12）　DNF3名　LAP2名
晴れ　水温21.6℃　　気温17.1℃　風速4.5m/s（11時30分）

　　　　　　エイジｸﾞﾙｰﾌﾟ　完走　425名（うち女子70名）　　DNF　14名（うち女子5名）
　　 　SKIP　12名（うち女子2名）　　　DSQ　1名
□大会報告
　　この大会はＩＴＵトライアスロンワールドカップとして第2回目を迎えた大会でエリート部門とエイジ部門を組み込んだ大会である。
今回は大会のマーシャルとして、１日目はマーシャルミーティングの後試走でコース管理、２日目エリートレース、３日目エイジレースと３日間参加した。
配置は、バイクコースの周回から主会場に向かう下りの左カーブで３名の配員で以下の４点について業務を行った。
・パイロンによるコース誘導路確保と撤収
・スピードが出るポジションでの減速指示、安全確保
・リタイア選手の確保対応

・通行止めとなっていないＢＩＫＥコースの路側から入ってくる観客の導線と安全確保
　　　・・・歩道は通行止めとなっていないため、ランニングやサイクリングの一般の方が入ってくるので丁重に対応し、選手の通過を確認しながら誘導した。
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エイジグループとしては、世界クラスの選手のパフォーマンスを近場で時下に見ることができたことは収穫ではなかったかと思う。
エリートレースと併設したエイジ部門も参加者約４５０名ということで運営に尽力された地元のトライアスロン関係者には大変な苦労であったことと推察される。
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両日とも若干風のため、体感温度が低めであったが、天候も良いコンディションであった。大会運営上、改善事項もないことはないと思われるが全体的に事故もなくスムーズな運営で全体的に統率され素晴らしい大会であった。
· バイクでの落車リタイア：１名（計測ベルト回収、責任者へ連絡）
· 気付き事項
試走当日は集合時間が9時であったが、大会スケジュールで待ち時間があった。遠方からの移動を考慮していただき次回への反映をお願いします。
□最後に

今回は、ＢＩＫＥコースの担当であったことから他のポジションに関してはそれぞれの担当から報告があるはずであるが、先に述べたように素晴らしい大会運営であったことは伺える。

大会運営にご尽力された実行委員会をはじめとする関係各位並びにスポンサー各社、多くの団体・ボランティアの方々へ感謝するとともに今後の大会の更なる繁栄を祈念します。

　　以　　上　　

担当箇所（BIKEコース下り左カーブ）





マーシャルミーティング状況








